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特集

学び、気づき、元気になる
事例検討会を開こう
　カンファレンスや勉強会として開かれる事例検討会。誰もが一度は参加したこと
があるのではないでしょうか。しかし場合によっては、時間をかけてもあまり成果を
感じられなかったり、事例提供者や関係者が居心地の悪い思いをしたり、反省
会や糾弾会のような雰囲気になったりすることさえあるといいます。果たして、その
ような事例検討会を続けていけるでしょうか？　続けたとしても、明日の訪問に出る
力は湧いてくるでしょうか？
　本特集は、事例研究に取り組まれている研究者の協力のもと、参加者が「ま
たやりたい！」と思えるような、学びや気づき、元気につながる事例検討会の方法
とポイントをご紹介します。その特徴は、事前準備なし・事後のまとめなし・所要
時間は1時間！　皆で「しんどくない」事例検討会に取り組んでみませんか？

なぜ看護師は「事例」から学ぶのか？
◉山本則子

学び、気づき、元気になる！　事例検討会
❶プロトコルとワークシート
❷対話とファシリテーション
❸実録！事例検討会のポイント解説
◉野口麻衣子

人材育成・組織づくりとしての事例検討会
◉岩本大希

※一部変更となることがあります。
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編集後記

今号はいつもと異なる角度で人
材確保・定着のヒントを探りま

した。複雑なものをあえてすっきりと語っ
てみせる落合さんに「おぉ」と感嘆。
採用をめざし、チャレンジできそうなこと
が多そうです（……まず弊社・採用担
当に読ませたい）。「マグネットステーショ
ン」では、最近単著を出された藤田さ
んにインタビュー。訪問看護を語る際
の言葉遣いや表現が面白く、当日はつ
いつい長居をしてしまいました。本誌記
事と合わせ、藤田さんの著作もぜひお
手にとっていただければ。…小池

本 誌連載中の写真家幡野広志
さんが、年末年始に緊急入院

された経緯は75頁に。まんが家たむら
あやこさんともども、医療を受け続ける
当事者発信の欄は、現場で働く皆さま
の目にどう映っていますか？　ぜひ感想
を知りたいです。…青木

次号予告 2019年 3月号

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
9

2026/09/30 12:20:40


